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10 日本赤十字社兵庫県支部の現勢

令和元年度の各施設等の歳入歳出決算を報告します。

11 決算報告
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神戸市地区本部

（神戸市除く28市）

　（令和2年3月末現在）

支
部
所
管
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姫路赤十字病院
　姫路赤十字看護専門学校
　姫路赤十字訪問看護ステーション
　姫路赤十字居宅介護支援事業所

神戸赤十字病院
　兵庫県災害医療センター

兵庫県赤十字血液センター

多可赤十字病院
　多可赤十字老人保健施設
　多可町中在宅介護支援センター（町委託）
　多可赤十字訪問看護ステーション
　多可赤十字指定居宅介護支援事業所

個人・法人の皆様からの活動資金等を主な財源に、災害救護、
救急法等の講習会、青少年赤十字やボランティアの活動など、兵
庫県支部の事業にかかる収支をまとめたものです。

■一般会計
医療施設の運営等にかかる収支をまとめたもので、赤十字病院

等医療施設の診療収入を主な財源として、医療施設運営のための
費用等に充てられます。

■医療施設特別会計

日本赤十字社兵庫県支部	 （千円）

科　目 決算額 内　訳

歳
　
　
入

活動資金収入 602,854
個人及び法人から拠出いただいた活動資金	
	 一般からの活動資金収入	 562,168 千円
	 法人からの活動資金収入	 40,686 千円

補助金、交付金 7,196
災害補償収入（平成 30 年７月豪雨災害救護活
動）、補助金収入（令和元年台風 19号災害救護
班派遣経費補助事業）、本社交付金

繰入金 33,962 施設整備準備資金などから繰入

前年度繰越金等 63,851 前年度繰越金、雑収入

歳入合計 707,863

歳
　
　
出

災害救護事業費 43,698 災害救護に要した費用及び救護装備整備費、
救護看護師の養成経費

社会活動費 77,060 救急法等講習会開催などに要する経費、赤十字奉
仕団や青少年赤十字活動の育成費、医療事業など

国際活動費 2,521 海外赤十字社支援事業への援助協力経費など

指定事業地方振興費 55,560 災害救護設備整備費など

地区分区交付金 61,241 地区分区への事務費及び事業費の交付金

社業振興費 64,685 活動資金募集及び会員登録や広報活動に要する
経費

諸支出金 148,745 管内施設への繰出金など

本社送納金 80,438 本社への送納金

その他 116,165 管理事務費及び財産管理費など

歳出合計 650,113

歳入歳出差引額 57,750

県内３赤十字病院 （姫路、 多可、 神戸）	 （千円）

科　目 決算額 内　訳

収
益
的
収
入

医業収益 34,808,629
入院及び外来の診療等にかかる収益
入院患者数　330,830 人　
外来患者数　503,962 人

医業外収益 745,113 駐車場や売店等の収益、受取利息等

医療社会事業収益 50,777 医療社会活動にかかる本社繰入金など

付帯事業収益 3,059,214 看護専門学校、老人保健施設等の収益

特別利益 7,707 上記に含まれない過年度収益など

収益的収入合計 38,671,440

収
益
的
支
出

医業費用 33,487,784 人件費、材料費、委託費など

医業外費用 253,350 支払利息、駐車場等の管理費など

医療奉仕費用 524,151 医療社会活動にかかる人件費・経費など

付帯事業費用 3,143,170 看護専門学校、老人保健施設等の運営にかかる
経費など

特別損失 20,468 固定資産にかかる除去損など

法人税等 9,165 税負担など

収益的支出合計 37,438,088

収支差引額 1,233,352

　黒字施設数	 1施設

　黒字額	 1,411,284 千円

　赤字施設数	 2施設

　赤字額	 177,932 千円

※平成２４年度から血液事業特別会計は、日本赤十字社本社にて一元化されたため記載しておりま
せん。
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